












































円了は明治 40 年２月 18 日に鹿児島に上陸し、３月 22 日までの 33 日
間、巡講を行った。円了の整理によれば、巡回したのは１市、10 郡、34























































































































第一には２月 18 日から 22 日までの５日間。これは鹿児島市および指
宿方面での活動である。第二には２月 23 日から 26 日までの４日間の鹿
児島市内での活動である。この県庁所在地での活動は鹿児島巡講の中心
となり新聞にも詳細に取り上げられる。第三には２月 27 日から３月 10
日までの 12 日間であり、主として県北部での活動である。第四には３
月 11 日から 16 日までの５日間であり、薩南地方での活動である。第五









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(８) 『鹿児島新聞』３月 14 日付「先般来、当地有志者間に於て報徳会開設の
議ありしが、井上博士講演以来、社会的教育の諸忽に附すべからざると
国民道徳修養の必要との一層切実なるを感じ、近日中、花田仲之介氏の
来出を請い、発会の運びに到るべし、従来の風教革まるものあらん」
(９) 『鹿児島県案内』には次のようにある。「鶴鳴館は山下町及び大門口の
両所にあり山下町のは城山の積翠を負ひ全市を俯瞰す、大門口のは海
山の眺望に富み、和洋割烹店中にて好評甚高し」（p.55）現在では料亭
鶴屋となって場所も移動している。
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